
２０２２年６月8日(水)、令和４年度 石川県職域創意工夫功労者表彰(主催:一般社団法人 石川発明協会)の授賞式がホテル日航金沢にて

執り行われました。本表彰の最高位となる「石川県知事賞」を受賞した琺瑯の佐渡 裕太郎さんが受賞者代表の謝辞を務めました。

ＮＴＫトピックス

石川県職域創意工夫功労者表彰とは

生産現場等の第一線において、優れた創意工夫によって職域における技術の

改善・向上に貢献した従業者の方を表彰し、功績を称えています。

ホーロー前処理より排出される廃酸は、業者委託して廃棄物として処分し

ていましたが、自社内で処理できるようになったことに加えて、排水処理

の「薬品」に作り替えることに成功した。

⇒ 効果 コスト68.5万円/年、廃液9.2ｔ/年の削減

石川県知事賞 「使用済み廃酸、再利用の考案」

リモコンが完成するまでに運搬、仕掛り、取り置きなどの多くのムダな作業

が存在していましたが、組立（MC/BC）、梱包の「工程連結」に加えて、出荷

前検査の「インライン化」に成功した。

⇒ 効果 生産性10％向上

作業性（工数）1.7h/日、置場面積22㎡の削減

職域創意工夫功労賞
「工程連結による組み立て作業の改善」

創意工夫の受賞内容

当社の改善の技術力が高く評価された表彰となりました。当社ビジョンである｢技術で未来を創造していく会社｣の実現にむけ、

皆さんで様々な事にチャレンジしていきましょう！


